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第 2 回 甲田地区小学校統合準備委員会【総務部会】要点筆記 

開催日時：平成 27年 1月 13日（火） 

午後 7時 00分～8時 00分 

開催場所：甲田支所（2階会議室） 

参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■専門部会員（敬称略） 

  豊原 稔和      甲立小学校区内の振興会代表 

  明木 一悦（欠席）  小田小学校区内の振興会代表 

  今村 佳岳      小田東小学校区内の振興会代表 

 ◎原田 和雄      甲立小学校保護者会の代表 （部会長） 

  田邊 介三      甲立小学校保護者会の代表 

  足助 智恵      小田小学校保護者会の代表 

  新田 敦宏      小田小学校保護者会の代表 

北森 一平      小田東小学校保護者会の代表 

千葉 久美      小田東小学校保護者会の代表 

  光實 大輔      甲立保育所保護者会の代表 

  若佐 久美子（欠席） 小原保育所保護者会の代表 

 ○富永 美香      小田東保育所保護者会の代表 （副部会長） 

  山平 弥生      甲立小学校の校長 

  川本 和暁（欠席）  小田小学校の校長 

  信末 実智則     小田東小学校の校長 

  宮本 直彦      甲田中学校の校長 

■安芸高田市 

  土井 実貴男     安芸高田市教育委員会教育総務課長 

  柳川 知昭      安芸高田市教育委員会教育総務課学校施設係長 

  倉田 英治      安芸高田市教育委員会教育総務課学校施設係専門員 

傍聴者 5人 

会議次第 

及び資料 

別添のとおり 

会議内容 □概要 

第７回統合準備委員会に引き続いて開催。「統合目標年月日」について協議を行った。 

 

□協議事項 統合目標年月日について 

意見・要望等 

・小田小で委員会を開催し、今までの経過報告を兼ねて、統合について話し合った。できる限り

早めに前向きに進めて頂きたいという意見もあり、保護者は早めに統合を望んでいると感じ

た。 

・保護者は、28 年 4 月の統合が先送りになるなら、29 年 4 月の統合と思っている。事前交流計

画が学期 1回になっているが、期限を延ばすよりも、交流の回数を増やして、充実した統合に

なるよう考えていくべきと思う。 

・30年でも良いと思っていたが、委員の任期が 29年までなので、30年になると任期後になるの



2 

 

でどうなのかと思うところがあり、議論が長引くのも良くないと感じている。 

・29年 4月は、物理的に無理ではないかと思う。29年 4月統合とした場合、合意形成は 28年 1

月にしなければならない。事務的な予算のことなど考えても、その間 12 回（月 1 ペース）の

会議しか持てないので、重点項目など決めきれるのかと思う。それぞれの地域やＰＴＡに持ち

帰って意見集約して、またこの場に持ち帰ってくるまでに時間がかかると思う。 

・ハード面の整備が間に合うのか心配。物理的に可能ということであれば、29年 4月を目指して

やっていく方が良いと思う。 

・29 年 4 月が良いと思う。月 2 回この場を設けて回数を増やしていけば、十分可能だと思う。

30年、31年って延びていくと統合への関心が薄れていくと思う。 

・前進するしかないという気持ち。もっと内容の濃い充実した話し合いをしていくべきだと思う。

期限が決まれば、そこに向けてやっていこうと思える。 

・29年 4月と結論付けした状態で部会の回数を増やして集中して議論していくべきと思う。地域

へは、役員会のときに報告をしているが、特に地元の意見は出てこない。特色ある小学校を、

いかに甲田町の中で新たな小学校を作るという目標に沿ったような議論をしていくべきと思

う。 

・統合の在り方や意見を集約していくと、歩む速度が遅くなると感じていて、時間の余裕を持っ

て 30年 4月でもいいと思う。 

・29年 4月を目標にすべきだろうと思う。部会の回数を増やすことも大事だと思うし、地域と保

護者で会議をする場を持ってもいいと思う。議論しないといけないことは、部会を開く前にそ

ういう会を持って、その会でできた物を部会に持ってくる方法もあると思う。自分たちが動く

ことが一番大事だと思う。 

・やれるだけやってみて、12月に決断を迫られたときに、やれそうなら 29年のまま進む。無理

なら 30年に先送りにする。今、判断することは難しいと思う。 

部会長から 

・事前交流計画の交流回数を増やした方がいいという意見は、準備委員会で反映したい。 

・地域に学校を残してほしいという意見は、個人の意見としてではなく、振興会全体の意見とし

て持ち込んで頂いたら、議論をしないといけない課題である。共感する意見があれば、それも

拾っていかないといけない。部会の総意にもならないと感じる。 

・総務部会としては、平成 29年 4月 1日を統合目標年月日ということでよろしいか。（異議なし） 

事務局から 

・ハード面のことについては、仮に 29年 4月を統合目標年月日とした場合、28年度の 1年間を

かけて施設を整備する。会議の回数は月 1回ではなく 2回にすることも可能。提案も、関連項

目を併せて複数提案することもできる。 

 

□協議事項 その他について 

部会長から 

 ・今日の議題ではないが、これから議論していく中で、学校の位置は、教育委員会が示している

甲立小学校（案）で進めていきたいと提案したい。決定できるのであれば、この場で決めたい

と思う。 
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意見・要望等 

・甲立小学校（案）で保護者に話を進めていていけば、前進できると思う。振興会の方たちも甲

田町全体で学校を支援して頂けるような考え方がより多く広がっていくと思う。統合するため

には、地域が一緒になってもらえるとより良い小学校作りができると思う。 

・統合校の位置を決定するのであれば、具体的な議論をしていく上で、学校名も一緒に検討する

方向付けをした方がより進みやすいと思う。事務局の提案のとおり仮称甲田小と決めた方がい

いのではないかと思う。 

・部会や準備委員会の場では、仮称甲田小で議論していくべきであるが、可能であれば、子ども

たちが学校名を決められたらいいと思う。 

 

部会長から 

 ・学校名を「仮称甲田小」で議論をしていけばどうかという提案があったが、この場で「仮称甲

田小」と決めて議論をしたいと思う。学校名は改めて事務局から部会で提案してもらう。 

 ・イメージしやすいように、甲立小統合案で、仮称甲田小とすることの 2点。統合年月日を含め

ると 3点を部会で決定したということでよろしいか。（異議なし） 

 

□事務連絡 

 ・次回は、平成 27年 2月 3日（火）に準備委員会を開催し、本日の総務部会報告をする。終了後、

引き続いて総務部会を開催する。 
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第 2回甲田地区小学校統合準備委員会【総務部会】次第 
 

日時 平成 27年 1月 13日（火） 19時 00分～ 

場所 甲田支所 二階会議室 

 

 

 

１.開  会 

 

２.協議事項 

（1）統合目標年月日について 

（2）その他 

 

３.事務連絡 

 ・次回開催予定  平成  年  月  日（  ） 

 

４.閉  会 

 

 


